
りべら（Libella）はラテン語で「トンボ」と「自由」の意味をかけたものです。あおぞら財団はトンボが飛び交うまちの再生を願って活動しています。
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1996年に設立されたあおぞら財団
は、2021年9月に設立25周年を迎え
ます。今号では、これまで25年に取
り組んできた活動を振り返った上
で、2020年度の取り組みをご紹介す
ることで、あおぞら財団がめざすも
のをお伝えすることをめざしました。

1960年代から問題となった大気汚染公害によって、多くの人が健康被害を受けました。その責任を問う

西淀川公害裁判（1978～1998）では公害患者が勝利しました。患者は「手渡したいのは青い空」を願い、

裁判の和解金の一部を使って1996年にまちづくり組織・あおぞら財団を立ち上げました。まちづくり・資

料館・環境学習・公害患者の保健・国際交流の事業を行い、持続可能な地域づくりに取り組んでいます。

【1F】地域交流スペース「あおぞらイコバ」
会議、ギャラリー、コンサート、上映会などにご利用いただけます。

午前：1,000円／午後：1,300円／夜間：1,300円／全日：3,000円

【5F】西淀川・公害と環境資料館（エコミューズ）
西淀川公害や環境について、地域の歴史などが知りたい人は

ぜひお越しください。（環境教育等促進法にかかる「体験の機会の

場」認定施設）

開館日 月曜日と金曜日（10：00～17：00）／要事前電話予約

※いずれも、予約・お問い合わせは４F事務所へ

【 あおぞらビル 】
あおぞら財団への寄附や賛助会費は、税制上の優遇措置があります。

● 賛助会員　会員の方には機関紙「りべら」などをお送りします。
　【年会費】 個人：年一口 5,000円、学生：年一口 2,000円、
　　　　　 法人・団体：年一口 10,000円

● 会費・寄附の振込先
　【郵便振替口座】記号・番号：00960-9-124893／加入者名：あおぞら財団

　【ゆうちょ銀行】金融コード：9900／店番：099／預金種目：当座              

　　　　　　／店名：０九九店／番号：0124893／名義：あおぞら財団

　【三菱UFJ銀行】歌島橋支店／普通／3728858／財）公害地域再生センター
　これまでご案内しておりました、三菱UFJ銀行と口座が変わっておりますので、
　ご注意ください。

【 会員・寄附募集 】

浅井　真二

石井　秀樹

石塚　裕子

伊藤　三男

内田　寛

江波　洋子

弁護士法人LSC

遠藤　邦夫

逢坂　隆子

大島　民旗

小川　輝光

奥村　昌裕

柏原　愛子

片岡　直樹

藤江　めぐみ

藤原　遥

松井　憲子

松村　暢彦

水野　武夫

村松　昭夫

森山　正和

山岸　公夫

山崎　義郷

山崎スチール株式会社

湯本　浩之

除本　理史

吉田　長裕

脇田　武利

大阪人権博物館（リバティ大阪）

独立行政法人環境再生保全機構

ハンセン病回復者支援センター

水俣病被害者の会全国連絡会

その他　匿名1名

鹿沁雨（大阪大学大学院）

ご支援の御礼

2020年度

お助けボランティア （敬称略・順不同）

大西　愛

渡辺　哲敬

左成　志朗

岡崎　久女

山下　晴美

岡村　裕成

藤江　めぐみ

寄附・寄贈者 （2020年4月～2021年3月　敬称略・順不同）

インターン生 （敬称略・順不同）

金谷　邦夫

川崎　美榮子

㓛刀　恵美子

蔵本　幸治

古賀　崇

清水　万由子

谷　智恵子

中島　晃

中村　昌史

中山　裕二

新田　保次

八丸　久美子

早川　光俊

藤井　賢

お助けボランティアとしては、計7人の皆様からご支援いただきました。

インターン生は1人を受け入れました。

あおぞら財団の活動は多くの方からのご寄付・ご寄贈によって支えられて

います。

皆さま、本当にありがとうございました。

あおぞら財団は
25周年を迎えます

15

（件数）

賛助会員

● 2020年度（2021年3月末時点）  

学　生

法　人

団　体

個　人
1
129

16

11
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　あおぞら財団の25年をふりかえって …１

　1.「環境・福祉・防災・文化・生業」の視点から、

　　 西淀川の地域再生に取り組む

　　● 西淀川ならではの協働と公害地域の再生と地域づくり …３
　　● 「人」中心の持続可能な交通まちづくり …５

2.公害の経験から学び、未来を創る市民を育てる

　● 公害の経験を伝えていくために資料館を設置・運営 …７
　● 「公害を伝える」から「公害の経験から学ぶ」へ …９
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2
0
2
0
年
度
の
総
括

あ
お
ぞ
ら
財
団 

理
事
長
　
村
松
　
昭
夫

2020年度は、これまでのペースや常識が通用しないので、コロナの波間に漂いながら、できることを考え続けてる内に一年が過ぎてしまったような気がします。オンラインの普及や移動・交流が制限される中、改めて、人と人とのコミュケーションの重要性と難しさについて学んだことを今後に活かせればと思います。
（藤江　徹）

行事をやるかやらない
か。やるならどう

やって？そのことばか
り考えていた１年。

そんな中、「御堂筋サイ
クルピクニック」や

「みてアート」が実施
できたのは大きいで

す。中止することは簡
単ですが、やり続け

ること、やれる道を探
すことは、後になっ

て生きてくると思ってい
ます。

（鎗山　善理子）

コロナ禍によって、短期間で常識が簡単に覆されてしまうという経験を初めてしました。人との交流や外出は良いこととされてきましたが、人とは会わない方がよく、外出もしない方がよいというのが当たり前になってしまいました。変わっていく社会の中で、自分ができることを模索したいと思います。
（谷内 　久美子）

竹内寿美子さんから聞き取
りさせていた

だいた「西淀川公害患者と
家族の会」立ち

上げ初期の貴重なお話に
脱帽。なぜ公害

が起きたのか、なぜ運動に
取り組むこと

が大切なのか、患者たちが
学び合い、支え

合い、社会を動かしたエネ
ルギーに感動

しました。

（栗本　 知子）

研究員からひとこと

　

あ
お
ぞ
ら
財
団
は
、1
9
9
6
年
9
月
、命
や
健

康
を
奪
わ
れ
た
代
償
と
し
て
の
賠
償
金
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
、今
年
で
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。公
害

患
者
さ
ん
ら
が
財
団
設
立
に
託
し
た
お
願
い
、「
手

渡
し
た
い
の
は
青
い
空
」の
願
い
は
、公
害
で
疲
弊

し
た
西
淀
川
地
域
を
人
と
環
境
に
優
し
い
地
域
に

再
生
さ
せ
た
い
、少
し
で
も
将
来
世
代
に
良
い
環

境
、良
い
地
域
を
残
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ

り
、こ
れ
が
あ
お
ぞ
ら
財
団
設
立
の
原
点
で
す
。

　

こ
う
し
た
理
念
を
高
く
掲
げ
た
財
団
設
立
自

体
、全
国
初
の
こ
と
で
あ
り
、
25
年
間
、多
く
の

方
々
の
物
心
両
面
か
ら
の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、

様
々
な
困
難
に
遭
遇
し
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら

も
、貴
重
な
成
果
、経
験
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。目
指
し
て
い
る
目
標
か
ら
は
見
れ
ば
そ
の
成

果
は
微
々
た
る
も
の
で
す
が
、今
後
も
、公
害
患

者
さ
ん
ら
が
財
団
設
立
に
託
し
た
願
い
、財
団
設

立
の
原
点
を
大
事
に
し
て
活
動
を
続
け
て
い
く

決
意
で
す
。

　

2
0
2
0
年
度
は
、長
期
に
亘
っ
て
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
な
ど
か
ら
、十
分
な
事

業
展
開
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。大
要
は
以
下
の

通
り
で
す
。

　

第
1
の
柱
で
あ
る「
環
境
・
福
祉
・
防
災
・
文
化
・

生
業
」か
ら
西
淀
川
の
地
域
再
生
に
取
り
組
む
と

い
う
点
で
は
、「
西
淀
川
・
地
域
再
生
研
究
会
」に

お
い
て
、西
淀
川
地
域
に
お
け
る
地
域
再
生
の

歩
み
、現
状
、今
後
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
い

ま
し
た
。み
て
ア
ー
ト
関
係
で
は
、も
と
歌
島
橋

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を「
西
淀
川
ア
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ

ル
」と
し
て
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し
、

日
常
的
に
ア
ー
ト
に
触
れ
ら
れ
る
空
間
を
作
る

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。「
に
し
よ
ど
親
子
防

災
部
」で
は
、親
子
ぼ
う
さ
い
ブ
ッ
ク
を
配
布
し

講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。環
境
保
健
で
は
、オ

ン
ラ
イ
ン
の
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
教
室
の
試
み
を
行

い
ま
し
た
。な
お
、姫
里
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
カ

フ
ェ
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
利
用
は
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　

第
２
の
柱
で
あ
る
公
害
の
経
験
か
ら
学
び
、未

来
を
創
る
市
民
を
育
て
る
と
い
う
点
で
は
、対
面

で
の
講
義
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
施
の
多
く

が
中
止
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
、講
師
派
遣
等
の
年

間
派
遣
数
等
も
前
年
度
か
ら
落
ち
込
み
ま
し
た

が
、一
定
の
件
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。資
料
館
関
係
で
は
、資
料
整
理
状
況
の
と
り
ま

と
め
、資
料
集
の
作
成
に
着
手
し
、2
0
2
1
年
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
長
崎
で
開
催
す
る
た
め
の
準
備
と

し
て
、長
崎
で
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、公
害
に
係
る「
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」

業
務
で
は
、一
連
の
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
の
運
動

と
環
境
政
策
の
変
遷
に
着
目
し
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
対
話
の
経
緯
に
つ
い
て
当
事
者
か
ら

聞
き
取
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

国
際
交
流
の
事
業
で
は
、リ
ア
ル
で
の
交
流
が
行

え
な
い
た
め
、W
E
B
を
活
用
し
た
交
流
を
進
め

ま
し
た
。

2 1

「環境・福祉・防災・文化・生業」の
視点から、西淀川の
地域再生に取り組む

1.

公害経験を伝える
国際交流

3.
公害の経験から
学び、未来を創る
市民を育てる

2.

あおぞら財団の活動には大きく

分けて3つの分野があります。

3ページからは、それぞれの分野から2020年度の主な事業成果を報告いたします。

主な事業以外のすべての事業について網羅的に記載している詳細な事業報告は、

あおぞら財団のホームページに掲載しています（http://aozora.or.jp/johou）。

設立から25年。あおぞら財団の活動は、近年、地域づくりでは

財団が事務局を務めて、多様な方 と々協働するスタイルが定着

してきました。公害の経験を伝え学ぶ活動は、ＥＳＤとして多

角的に展開しています。今号で、その来し方行く末を考えます。

年度

あおぞら財団年次報告
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4 3

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の

「
協
働
」と
は
？

あ
お
ぞ
ら
財
団
は
公
害
を
経
験
し
た
西
淀

川
の「
地
域
再
生
」を
め
ざ
し
て
1
9
9
6
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。設
立
趣
意
書
に
は「
行

政
・
企
業
・
住
民
の
信
頼
・
協
働
関
係（
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）」を
再
構
築
し
て
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
あ
り
ま
す
。信
頼
関

係
を
築
く
に
は
、様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
出
会
っ
て
話
し
て
、交
流
し
、協
働
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。2
0
2
0
年
度

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、人
が
集
ま
る「
密
」を
避
け
る
よ
う
求

め
ら
れ
る
中
、改
め
て「
協
働
」の
在
り
方
に

つ
い
て
問
わ
れ
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

身
近
な
自
然
環
境
を
調
査
・
観
察

す
る
取
り
組
み

あ
お
ぞ
ら
財

団
設
立
当
初
か

ら
初
期
は
、「
ト

ン
ボ
が
飛
び
交

う
ま
ち
」を
め

ざ
し
、西
淀
川

の
原
風
景
・
原

体
験
を
調
査
す
る
ま
ち
あ
る
き
探
検
隊
な
ど
、

西
淀
川
の
実
態
を
知
る
た
め
の
様
々
な
調
査

を
市
民
参
加
型
で
進
め
、そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
や
提
言
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

長
年
、子
ど
も
達
や
地
域
の
人
た
ち
と
一

緒
に
取
り
組
ん
だ
、「
タ
ン
ポ
ポ
調
べ

（
1
9
9
7
〜
2
0
1
4
年
）」や「
セ
ミ
の
ぬ

け
が
ら
調
べ（
1
9
9
9
〜
2
0
1
4
年
）」

等
の
指
標
生
物
調
査
や
「
空
気
調
べ

（
2
0
0
6
〜
2
0
1
3
年
）」か
ら
西
淀
川

区
の
環
境
の
状
況
を
把
握
す
る
取
り
組
み
の

目
的
は
、地
域
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
て
る

こ
と
で
し
た
。現
在
も
続
く
、日
本
野
鳥
の
会

大
阪
支
部
に
ご
協
力
い
た
だ
く
矢
倉
海
岸
・

緑
陰
道
路
探
鳥
会
で
は
、生
態
系
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
上
位
種
で
あ
る
ミ

サ
ゴ
が
観
察
で
き
る
ほ

ど
西
淀
川
の
自
然
は
回

復
し
て
い
ま
す
。

防
災
を
通
じ
て
地
域
住
民
と
の

協
働
を
深
め
る

1
9
9
5
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は

大
阪
市
内
で
は
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
西

淀
川
区
は
、地
盤
沈
下
の
結
果
、海
抜
が
低
い

地
域
が
多
く
、災
害

の
リ
ス
ク
が
高
い
地

域
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。あ
お
ぞ
ら
財
団

で
は
、誰
も
が
移
動

し
や
す
い
ま
ち
・
西

淀
川
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
の
提
案

（
2
0
1
0
年
度
）か
ら
防
災
活
動
を
開
始
し
、

2
0
1
2
年
か
ら
は
、災
害
時
の
要
援
護
者

支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
甚
大
な
被

害
想
定
が
大
阪
府
か
ら
公
表（
2
0
1
3.
10
）

さ
れ
る
中
、災
害
時
死
傷
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
要
援
護
者

を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を
、西
淀
川
区
民
、

地
域
振
興
会
、福
祉
事
業
所
、専
門
家
、行
政

と
の
協
働
で
進
め
ま
し
た
。

西
淀
川
の
い
ろ
ん
な
人
と
活
動
を

通
じ
て
つ
な
が
り
を
広
げ
る

● 「
お
や
こ
ぼ
う
さ
い
か
る
た
」完
成

防
災
活
動
は
近
年
で
は
、西
淀
川
区
在
住
・

在
勤
の
子
育
て
支
援
活
動
を
し
て
い
る
方
々

藤江 徹

西淀川ならではの協働と
公害地域の再生と地域づくり

を
中
心
と
し
た

ゆ
る
や
か
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
に
し
よ
ど
親

子
防
災
部

（
2
0
1
9

年
〜
）」の
事

務
局
を
あ
お

ぞ
ら
財
団
が
担

い
、2
0
2
0
年

度
に
は
コ
ロ
ナ

禍
で
も
防
災
を

学
べ
る
よ
う
に
と
、「
に
し
よ
ど
お
や
こ
ぼ
う

さ
い
か
る
た
」づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
未
就
学
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
59
人

か
ら
1
0
0
点
を
超
え
る
応
募
を
い
た
だ
き
、

完
成
し
た
か
る
た
に
は
、西
淀
川
の
災
害
の

特
徴
や
歴
史
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
で
守
る
！
み
ん
な
で
助
か
る
！

防
災
ま
ち
づ
く
り
」を
合
言
葉
に
、地
域
と
の

協
働
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

● 

ア
ー
ト
を
通
じ
て
ま
ち
全
体
を
元
気
に

西
淀
川
地
域
全
体
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

み
た
て
、「
ま
ち
を
楽
し
む
活
動
」を
通
じ

て
交
流
し
あ
う「
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
構
想
」の
一
環
と
し
て
、2
0
1
3
年

度
か
ら
は
、人
と
場
所
を
ア
ー
ト
で
つ
な

ぐ
イ
ベ
ン
ト「
み
て
ア
ー
ト（
御
幣
島
芸
術

祭
）」を
企
業
や
様
々
な
団
体
・
個
人
と
協

働
し
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
。当
初
、市
民

の
文
化
祭
的
な
雰
囲
気
の
あ
っ
た「
み
て

ア
ー
ト
」か
ら
、本
格
的
な
芸
術
体
験
を
ま

ち
に
広
げ
る
こ
と
で
街
の
文
化
を
育
も
う

と
、2
0
2
0
年
度
に
は
、も
と
歌
島
橋
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
新
た
に「
西
淀
川
ア
ー

ト
タ
ー
ミ
ナ
ル（
N
A
T
）」と
し
て
活
用

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 西須摩住民提案WS（2008）

西淀川アートターミナル企画展寅貝真知子「ROLE PHOTO」（2020.10）

みてアート2020~にしよどがアートのまちになる日（2020.11）

にしよど おやこ 
ぼうさい かるた
（2021.5）

西淀川区福祉避難所合同訓練（2015.2）

財団役員からひとこ
と

今、かつての”公害の街”のイメージ

はなく、公害を知らない新しい住民が

暮らす街となりつつある西淀川。誰も

が安心して住み続けられるまち、若い

人たちが自分の故郷と思えるまちづく

りが求められています。人と人、行政、

企業が共同してそんなまちづくりの主

体者となる「情報提供や機会、場づく

り」をあおぞら財団に期待します。

長瀬 文雄 さん
公益財団法人 淀川勤労者厚生協会副理事長

あおぞら財団理事

研究員

2
0
2
0
年
度
の
取
り
組
み

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
、ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
ア
ー
ト
に
関
心
を
持
つ
地
域
住
民
に
よ

る
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム「
N
A
T
メ
イ
ツ
」等
と

と
も
に
、９
月
か
ら
毎
月
５
日
間
、企
画
展
を

開
催
し
ま
し
た
。11
月
の「
み
て
ア
ー
ト
」に

つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
で
直
前
ま
で
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

い
ろ
ん
な
人
と
ア
ー
ト
を
通
じ
て
つ
な
が
り

な
が
ら
、ま
ち
全
体
を
元
気
に
し
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、規
模
を
縮
小
し
開
催

に
踏
み
切
っ
た
と
こ
ろ
、短
期
間
で
多
く
の

地
域
拠
点
の
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、

「
み
て
ア
ー
ト
」が
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
て
き
た
結
果
だ
と
感
じ
ま
す
。区
長

を
N
A
T
に
お
招
き
し
て
西
淀
川
の
こ
れ
か

ら
を
考
え
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
も
開
催

で
き
ま
し
た（「
り
べ
ら
」1
5
5
号
参
照
）。

あ
お
ぞ
ら
財
団
設
立
か
ら
約
25
年
が
経
過

し
、西
淀
川
の
様
々
な
人
と
協
働
を
進
め
て

い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も「
西
淀
川
な
ら
で
は
の
公
害
地
域
の
再

生
」を
め
ざ
し
て
、地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「環境・福祉・防災・文化・生業」の
視点から、西淀川の
地域再生に取り組む

1.
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目
指
す
の
は
持
続
可
能
な
交
通

公
害
を
生
み
出
さ
な
い
環
境
を
め
ざ
し
て
、

あ
お
ぞ
ら
財
団
が
設
立
し
て
以
来
、持
続
可

能
な
交
通
ま
ち
づ
く
り
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。持
続
可
能
な
交
通
は
、汚
染
の

削
減
、エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
性
、安
全
と
健
康
、

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
、利
用
の
し
や

す
さ
な
ど
を
目
指
す
も
の
で
、一
言
で
い
う

と「
車
」で
は
な
く「
人
」中
心
の
交
通
で
す
。

大
き
な
目
標
で
す
が
、あ
お
ぞ
ら
財
団
で
は
、

行
政
や
企
業
、市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、

協
働
し
な
が
ら
交
通
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

和
解
条
項
に
基
づ
い
た

「
道
路
連
絡
会
」の
支
援

「
西
淀
川
道
路
環
境
対
策
連

絡
会（
以
下
、道
路
連
絡
会
）」

は
、西
淀
川
公
害
訴
訟
に
お
い

て
原
告（
公
害
被
害
者
）、国
・

阪
神
高
速
道
路
公
団
と
の
間

で
交
わ
さ
れ
た
和
解
条
項
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。1
9
9
5
年
以
降
、年
に

1
回
の
ペ
ー
ス
で
連
絡
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。公
害
被
害

者
が
、道
路
環
境
対
策
に
つ
い
て
政
策
決
定

者
で
あ
る
道
路
管
理
者
と
話
し
合
い
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
で
す
。

あ
お
ぞ
ら
財
団
は
道
路
連
絡
会
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、支
援
の
一
環
と
し
て
、交

通
計
画
な
ど
の
専
門
家
と
と
も
に「
道
路
提

言
P
a
r
t
1
〜
P
a
r
t
6
」を
作
成
し

ま
し
た
。提
言
の
内
容
は
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
の
導
入
、大
型
車
規
制
、道
路
整
備
系
計

画
の
分
権
化
と
住
民
参
加
、交
通
需
要
管
理

（
T
D
M
）社
会
実
験
、自
転
車
の
活
用
、低
速

交
通
な
ど
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
を
先
取
り
す
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
提
言
と
道
路
連
絡
会
の
議
論
を
ふ
ま

え
て
、数
多
く
の
交
通
対
策
が
実
現
し
ま
し

た
。例
え
ば
、国
道
43
号
で
は
車
線
の
削
減
、

植
樹
帯
の
設
置
と
い
っ
た
様
々
な
対
策
が
行

わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、2
0
0
1
年
か
ら
は
阪

神
高
速
5
号
湾
岸
線

の
通
行
料
を
割
り
引

き
、国
道
43
号
お
よ

び
3
号
神
戸
線
の
通

行
料
を
減
ら
す「
環
境

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。他
に
、西
淀
川
区

で
は
、全
国
に
先
駆
け

て
2
0
0
5
年
か
ら

P
M
2.5
の
計
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一

方
で
、歌
島
橋
交
差
点
の
地
下
道
建
設
に
つ

い
て
、原
告
側
か
ら
は
人
を
地
下
に
お
い
や

る
車
優
先
の
対
策
で
あ
り
市
民
の
意
見
が
十

分
に
反
映
し
て
い
な
い
と
意
義
を
唱
え
て
い

ま
し
た
が
、工
事
は
完
成
し
、地
上
の
横
断
歩

道
は
撤
去
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
石
四
鳥
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

2
0
0
3
年
か
ら
、ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

や
自
治
体
、専
門
家
と
協
働
で
河
北
地
域
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
研
究
会
を
組
織
し
、エ
コ

ド
ラ
イ
ブ（
環
境
に
や
さ
し
い
運
転
）の
実
証

実
験
・
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
支
援
機
器（
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
）を

取
り
付
け
、安
全
運
転
、運
転
技
術
の
向
上
に

役
立
て
よ
う
と
い
う
活
動
で
す
。2
0
0
5

年
度
の
実
証
実
験
に
は
、39
社
、3
1
5
台
の

ト
ラ
ッ
ク
が
参
加
し
、年
間
4
0
0
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
の
燃
料
の
削
減
が
で
き
ま
し
た
。エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、①
環
境
改
善
、②
コ
ス
ト
削

減
、③
安
全
性
向
上
、④
人
格
形
成
、⑤
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
増
進
、⑥
交
通
流
円
滑
化
の
一

石
六
鳥
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。こ
の
事
業
に
よ

り
、河
北
地
域
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
研
究
会
が

環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

安
全
に
楽
し
く
！
自
転
車
ま
ち
づ
く
り

「
道
路
提
言
」は
、具
体
的
な
自
転
車
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
御
堂
筋
サ
イ
ク
ル
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」、「
大
阪
で

タ
ン
デ
ム
自
転
車
を
楽
し
む
会
」、「
子
ど
も

自
転
車
教
室
」、「
養
護
学
校
で
の
自
転
車
教

育
」な
ど
、走
行
環
境
の
充
実
を
訴
え
、安
全

に
楽
し
く
自
転
車
に
乗
る
た
め
の
多
様
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
、御
堂
筋
の
一

部
に
自
転
車
レ
ー
ン
が
新
設
さ
れ
た
り
、多

く
の
都
道
府
県
で
タ
ン
デ
ム
自
転
車
の
走
行

が
可
能
に
な
っ
た
り
な
ど
、活
動
が
め
ざ
し

て
い
た
自
転
車
走
行
環
境
に
少
し
ず
つ
近
づ

い
て
い
ま
す
。

第15回御堂筋サイクルピクニック（2020.9）

サイクルピクニックでの検温（2020.9）

大阪サイクルモデルの提案（2020）

西淀川道路連絡会（2004.6）

エコドライブ交流会（2007.4）

財団役員からひとこ
と

道路提言Part1が出されたのは
1998年7月ですから、すでに四半
世紀近くが経過したのですね。
今までの提言に携わったものと
して感慨深いです。環境と福
祉・健康を両輪に持続可能な交
通まちづくりに全国に先駆けて
取組んできたと言えるでしょう。

新田 保次 さん
大阪大学名誉教授、

あおぞら財団理事

谷内　久美子

「人」中心の
持続可能な交通まちづくり

研究員

2
0
2
0
年
度
の
成
果

2
0
2
0
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、自
転
車
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
も

変
更
や
縮
小
が
あ
り
ま
し
た
が
、新

し
く
試
み
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。自

転
車
文
化
タ
ウ
ン
づ
く
り
の
会
、御

堂
筋
サ
イ
ク
ル
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
連
名

で「
大
阪
サ
イ
ク
ル
モ
デ
ル
の
提
案
」

を
作
成
し
、大
阪
市・大
阪
府
に
提
案

を
し
て
い
ま
す
。長
年
活
動
し
て

き
た
成
果
も
ふ
ま
え
て
、「
御
堂
筋

サ
イ
ク
ル
レ
ー
ン
整
備
」、「
大
阪
自

転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」、「
自

転
車
が
安
全
に
使
い
や
す
い
環
境

を
」と
い
っ
た
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
安
全
な
移

動
手
段
で
あ
る
自
転
車
に
は
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
安
全

で
楽
し
い
自
転
車
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

「環境・福祉・防災・文化・生業」の
視点から、西淀川の
地域再生に取り組む

1.
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「
公
害
博
物
館
構
想
」か
ら
出
発
し
、

「
西
淀
川
地
域
資
料
室
」を
開
設

あ
お
ぞ
ら
財
団
の
設
立
理
念
の
柱
の
一
つ

で
あ
る「
公
害
経
験
の
伝
承
」を
実
践
し
て
い

く
た
め
に
、財
団
発
足
当
初
か
ら「
公
害
博
物

館（
仮
称
）」基
本
構
想
が
検
討
さ
れ
、構
想
実

現
の
場
と
し
て
1
9
9
6
年
12
月
に
、あ
お

ぞ
ら
ビ
ル
5
階
の
部
屋
に
開
設
し
た
の
が

「
西
淀
川
地
域
資
料
室
」で
す
。西
淀
川
公
害

に
よ
る
被
害
者
・
住
民
運
動
資
料
を
保
存
し
、

整
理
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、専
門
家
の
協
力
を
得
て「
公
害
問
題

資
料
保
存
研
究
会
」（
1
9
9
9
年
〜
）や「
西

淀
川
地
域
研
究
会
」（
2
0
0
1
年
〜
）に
よ

る
研
究
や
提
案
活
動
、大
阪
人
権
博
物
館
で

の
企
画
展（
2
0
0
2
年
）、四
日
市
公
害
判

決
30
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
公
害・環
境

問
題
資
料
の
保
存
・
活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

め
ざ
し
て
」（
2
0
0
2
年
7
月
）の
開
催
な

ど
、公
害
・
環
境
問
題
資
料
の
保
存
と
活
用
の

意
義
に
つ
い
て
、常
に
発
信
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

合
わ
せ
て
、地
域
の
歴
史
や
今
を
学
ぶ
場

と
し
て
、「
西
淀
川
の
震
災
展
」や「
土
地
の
変

化
」、「
い
き
も
の
展
」な
ど
の
企
画
展
を
地
域

の
み
な
さ
ん
の
力
を
借
り
な
が
ら
取
り
組
む

こ
と
で
、活
動
の
土
台
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

10
年
後
、「
西
淀
川
・
公
害
と
環
境
資

料
館（
エ
コ
ミ
ュ
ー
ズ
）」を
開
館

同
室
開
設
か
ら
10
年
後
の
2
0
0
6
年

に
、 〝「
へ
や
」か
ら「
や
か
た
」へ
〞と
看
板
を

新
た
に
資
料
館
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
し

ま
し
た
。こ
の
と
き
、約
２
万
点
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
が
整
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。箱
数
は

2
3
0
箱
。オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、企
画
展

や
街
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、企
画
展
を

行
う
た
び
に
、新
た
な
資
料
の
発
掘
や
人
と

の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
映
像
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化

な
ど
に
も
取
り
組
み
は
じ
め
ま
し
た
。

2
0
0
8
年
に
は
常
設
展
示
パ
ネ
ル「
公
害 

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て 

大
阪
西
淀
川
地

域
の
記
録
と
証
言
」を
多
く
の
方
々
の
寄
附

に
よ
り
作
成
し
ま
し
た
。

他
地
域
と

の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

「
公
害
」を

知
ら
な
い
世

代
が
増
え
る

中
、か
つ
て

の
公
害
地
域
で
、ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ

た
の
か
、今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
、参
加

型
・
体
験
型
で
学
ぶ
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
、

2
0
0
9
年
に
富
山
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
の
地

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に「
公
害
地
域
の
今
を
伝
え

る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。大

学
生
が
現
地
に
行
き
、現
場
で
被
害
者
や
企

業
、関
係
団
体
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。こ
の
取
り
組
み
は
そ
の
後
も
、新
潟
水
俣

病
、大
阪
西
淀
川
と
続
き
ま
し
た
。2
0
1
3

年
か
ら
は「
公
害
資
料
館
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
活
動
が
は
じ
ま
り
、新
潟
、富
山
、四
日
市
、

水
俣
、大
阪
、東
京
、倉
敷
に
て
年
に
１
回
、全

国
各
地
の
公
害
資
料
館
の
関
係
者
が
集
ま
り
、

情
報・意
見
交
換
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、資
料
情
報
に
つ
い
て
は
、各
地
域
の

公
害
資
料
の
保
存
・
整
理
活
動
の
支
援
を
行

い
、そ
れ
ら
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ

ト「
記
録
で
見
る
大
気
汚
染
と
裁
判
」で
閲
覧

で
き
る
仕
組
み
を
2
0
0
9
年
度
か
ら

2
0
1
0
年
度
に
か
け
て
構
築
し
、そ
の
後

も
デ
ー
タ
更
新
を
し
て
き
ま
し
た
。

館長からひとこと

森脇さんと一緒に館の看板を掲げ

て15年。この間、財団・資料館は西淀

川公害に関わる原資料を保存し、そ

れを生かす道を全国的視野で探って

きた。いま改めて被害と運動を事実

で照らす資料集を作りたい。小田 康徳 さん
西淀川・公害と環境資料館

（エコミューズ）館長

鎗山 善理子

公害の経験を
伝えていくために
資料館を設置・運営

研究員

リニューアルした公害資料館ネットワークのサイト（2020年度）

2
0
2
0
年
度
の
取
り
組
み

資
料
集
の
作
成
に
着
手
、公
害
資
料

館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

当
館
が
開
館
か
ら
15
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、こ
れ
ま
で
整
理
し
て
き
た
公

害
・
住
民
運
動
資
料
や
地
域
資
料
に
つ
い

て
、当
館
の
所
蔵
資
料
の
内
容
が
わ
か
る

資
料
集
の
作
成
に
着
手
し
ま
し
た（
本
誌

1
5
4
号
参
照
）。

公
害
資
料
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

研
究
会
を
積
み
重
ね
ま
し

た
。ま
た
、当
初
予
定
し
て

い
た「
公
害
資
料
館
連
携

フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
長
崎
で
の

開
催
は
来
年
度
に
延
期
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。そ

の
準
備
と
し
て
、ナ
ガ
サ
キ

ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

て
パ
ネ
ル
展「
影
、光
る
―

全
国
公
害
資
料
館
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
―
」（
12

月
1
日
〜
25
日
）を
長

崎
実
行
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
企
画
・
開
催
。

展
示
開
催
中
に
は
、「
ク

ロ
ス
ト
ー
ク
“
ナ
ガ
サ

キ
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
×
公
害
資
料
館
”」

（
12
月
19
日
）を
開
催
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
配
信

し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
は
８
年
を

終
え
、研
究
活
動
は
自
立
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
う

し
た
活
動
の
進
展
と
と
も
に
運
営
体

制
に
つ
い
て
も
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、２
０
２
１
年
度
よ
り
、事

務
局
が
水
島
地
域
環
境
再
生
財
団（
み
ず

し
ま
財
団
）に
移
転
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。当
財
団
で
は
、引
き
続
き
、同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
団
体
と
し
て
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

公害の経験から
学び、未来を創る
市民を育てる

2.
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栗本 知子 

「公害を伝える」から
「公害の経験から学ぶ」へ

研究員

環
境
を
見
守
る
市
民
の
育
成
を

め
ざ
し
て

公
害
が
激
甚
だ
っ
た
時
代
、西
淀
川
の
教

員
た
ち
は
、西
淀
川
の
環
境
の
悪
化
に
関
し

て
生
徒
た
ち
自
身
が
環
境
を
調
査
し
、理
解

す
る
教
育
に
取
り
組
み
ま
し
た
。財
団
設
立

後
に
は
、地
域
の
環
境
を
住
民
が
読
み
解
く

取
り
組
み
と
し
て
、環
境
診
断
マ
ッ
プ
づ
く

り
に
取
り
組
み
、1
9
9
9
年
に
発
行
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
全
国
に
２
万
冊
が
配
布
さ
れ

ま
し
た
。2
0
0
2
年
に
は
子
ど
も
版
の
手

引
書
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
環
境
の
変
化
を
読
み
解
く

手
法
と
し
て
は
、タ
ン
ポ
ポ
調
査
、セ
ミ
の
抜

け
殻
調
べ
、空
気
調
べ（
N
O
2
測
定
）、探
鳥

会
と
い
っ
た
活
動
を
、「
四
季
を
通
じ
た
西
淀

川
の
自
然
・
環
境
調
査
イ
ベ
ン
ト
」と
位
置
づ

け
、継
続
し
て
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
活

動
は
2
0
1
4
年
度
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た

（
詳
細
は
本
誌
1
3
8
号
参
照
）。

西
淀
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
学
び

1
9
9
7
年
に
作
成
さ
れ
た「
ま
ち
あ
る

き
マ
ッ
プ　
西
淀
川
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」で
は
、地
域
の
自
然
や
人
び
と
の
営
み

そ
の
も
の
を
博
物
館
と
み
な
す「
フ
ィ
ー
ル

ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」の
考
え

方
を
と
り
入

れ
、「
公
害
被

害
の
教
訓
を

踏
ま
え
な
が

ら
、産
業
と
生

活
環
境
の
調

和
す
る
ま
ち

づ
く
り
に
向

け
て
努
力
し

て
い
る
姿
を

み
て
も
ら
い
、交
流
し
あ
う
こ
と
」を
目
的
に
、

「
留
学
生
や
修
学
旅
行
生
ら
に
も
公
害
や
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
場
を
提

供
し
て
い
き
た
い
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
1
年
に
実
施
さ
れ
た「
公
害
地
域
の

今
を
伝
え
る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」を
機
に
伝

え
る
手
法
の
改
善
が
重
ね
ら
れ
、現
在
で
は
、

大
気
汚
染
公
害
や
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学

ぶ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｅ
Ｓ
Ｄ（
持
続
能
な

開
発
た
め
の
教
育
）と
し
て
、人
権
や
市
民
性

教
育
、防
災
な
ど
、多
様
な
切
り
口
で
対
話
的

に
学
ぶ
場
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。2
0
1
5
年
度
か
ら
は
大
阪
市
よ
り
、

「
環
境
教
育
促
進
法
」に
基
づ
く「
体
験
の
機

会
の
場
」の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

公
害
の
経
験
に
つ
い
て
学
ぶ

西
淀
川
公
害
の
経
験
を
伝
え
る
た
め
の
教

育
活
動
は
、公
害
患
者
さ
ん
の
語
り
部
の
お

話
を
聞
く
こ
と
を
中
心
に
、様
々
な
教
材
や

手
法
を
取
り
入
れ
て
展
開
し
て
い
ま
す
。教

材
は
、学
校
向
け
に
は
、2
0
0
1
年
に
は
公

害
学
習
用
パ
ネ
ル
、2
0
0
5
年
に
は
ド
ラ

マ
仕
立
て
の
視
聴
覚
教
材
が
つ
く
ら
れ
、

2
0
1
5
年
に
は
小
学
校
で
の
授
業
案
と
解

説
資
料
を
ま
と
め
た
冊
子
を
作
成
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
教
材
は
、公
害
患
者
さ
ん
の
語

り
部
活
動
と
組
み
合
わ
せ
て
、西
淀
川
高
校

を
は
じ
め
と
し
た
西
淀
川
区
内
の
学
校
を
中

心
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
気
汚
染
公
害
の
歴
史
と
今
日
的
課
題
を

関
連
づ
け
た
教
育
活
動
も
様
々
な
切
り
口
で

試
み
ら
れ
て
き
ま
し
た
。大
気
汚
染
の
変
化

を
視
覚
的
に
把
握
す
る
教
材「
Ｓ
Ｃ
Ｐ
ブ

ロ
ッ
ク
」や
、食
と
交
通
と
環
境
の
つ
な
が
り

を
考
え
る「
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
買
い
物

ゲ
ー
ム
」の
開
発
な
ど
で
す
。「
フ
ー
ド
マ
イ

レ
ー
ジ
買
い
物
ゲ
ー
ム
」は
2
0
0
9
年
、

「
地
球
温
暖
化
防
止『
一
村
一
品
』大
作
戦
全

国
大
会
」で
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

公
害
の
経
験
か
ら
未
来
に
向
け
て

な
に
を
学
ぶ
か

2
0
1
5
年
度
か
ら
開
発
に
取
り
組
ま
れ

た
の
は
、参
加
型
教
材
の
開
発
で
す
。学
校
現

場
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
推
奨
さ
れ

る
中
、2
0
1
6
年
度
か
ら
は
大
阪
市
教
育

セ
ン
タ
ー
の
新
任
教
員
研
へ
の
講
師
派
遣
に

つ
な
が
り
、ロ
ー
ル
プ
レ
イ
教
材「
あ
な
た
の

ま
ち
で
公
害
が
起
き
た
ら
」は「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
で
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

S
D
G
s
へ
の
問
題
意
識
が
高
ま
る
昨
今
、

か
つ
て
公
害
に
直
面
し
た
人
た
ち
が
、ど
の

財団役員からひとこ
と

「公害病は私からたくさんのものを

奪い取りました」―大気汚染が原因で

気管支ぜん息などの病気になった患者

たちが、自らの体験を伝える被害の語

り部活動。「公害を学ぶ」研修プログラ

ムの必須アイテムと位置付けられ、

患者が、その家族が参加している。

しんどいこと、恥ずかしいこと、思い出

したくない事実が語り手を鍛え、聞く

ひとを動かしている。

上田  敏幸 さん
西淀川公害患者と家族の会事務局長

あおぞら財団評議員

2
0
2
0
年
度
の
取
り
組
み

よ
う
な
葛
藤
を
経
て
公
害
を
解
決
し
た

の
か
、そ
の
課
題
解
決
の
過
程
か
ら
学
び
た

い
と
い
う
声
が
届
い
て
い
ま
す
。2
0
2
0

年
度
の「
公
害
に
係
る
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー
作
成
業
務
」で
は
、国
の
公
害
対
策
の
変

遷
と
、全
国
の
大
気
汚
染
公
害
反
対
運
動
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の

聞
き
取
り
を
試
み
ま
し
た
。

大
気
汚
染
の
状
況
が
変
わ

る
中
、政
策
の
変
更
を
検

討
せ
ざ
る
を
得
な
い
行
政

側
と
、継
続
す
る
被
害
に

対
す
る
補
償
を
ど
う
守
る

か
と
い
う
患
者
側
の
そ
れ

ぞ
れ
の
聞
き
取
り
を
読
む

と
、一
筋
縄
で
は
い
か
な

か
っ
た
公
害
の
解
決
の
プ

ロ
セ
ス
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。西
淀
川
公
害

患
者
と
家
族
の
会
立
ち

上
げ
か
ら
事
務
局
を
務

め
ら
れ
た
竹
内
寿
美
子

さ
ん
の
お
話
も
、西
淀
川

の
患
者
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
運
動
を
展
開
し
て

い
っ
た
の
か
が
わ
か
る

貴
重
な
聞
き
取
り
と
な

患者会の事務局を務めた竹内寿美子さんのオーラルヒストリーをまとめました。（2021.2）

フードマイレージ買い物ゲームで特別賞を受賞（2009）

西淀川高校での語り部の授業（2013.7）

公害資料館連携フォーラムin大阪での西淀川フィールドワーク（2017.12.15）

り
ま
し
た
。

時
代
の
変
化
に
応
じ
、西
淀
川
公
害
の
貴

重
な
経
験
や
教
訓
を
、次
世
代
へ
と
受
け

継
ぎ
、生
か
さ
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

公害の経験から
学び、未来を創る
市民を育てる

2.
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新
た
な
被
害
を
生
ま
な
い
た
め
に

あ
お
ぞ
ら
財
団
の
国
際
交
流
活
動
は
、日

本
の
公
害
経
験
を
世
界
の
多
く
の
人
達
に
伝

え
、交
流
す
る
こ
と
で
、新
た
な
被
害
を
未
然

に
防
ぎ
、現
在
も
な
お
私
達
が
直
面
し
て
い

る
公
害
・
環
境
問
題
を
一
緒
に
解
決
し
て

い
き
た
い
、と
い
う
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

設
立（
1
9
9
7
）当
初
は
、ア
ジ
ア
・
太
平

洋
N
G
O
環
境
会
議（
A
P
N
E
C
、日
本
環

境
会
議
主
催
）へ
の
出
席
、海
外
へ
の
訪
問
や

海
外
N
G
O
の
招
聘
な
ど
を
行
い
、

2
0
0
1
年
に
は
、北
九
州
市
で「
N
G
O
国

際
会
議
と
市
民
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
し

た
。そ
の
後
、韓
国
か
ら
の
司
法
修
習
生

の
受
け
入
れ
、大
田
市
グ
リ
ー
ン
コ
リ
ア

と
の
共
同
N
O
2
測
定
、台
湾
環
境
N
G
O
と

の
交
流
、J
I
C
A
や
I
A
T
S
S（
国
際
交

通
安
全
学
会
）を
通
じ
た
東
南
ア
ジ
ア
・
中
南

米
か
ら
の
視
察
受
け
入
れ
な
ど
、顔
の
見
え

る
国
際
交
流
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
上
海
万
博

（
2
0
1
0
）の
際
に
は
、日
本
館
に
て
、大
気

汚
染
公
害
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、

13
万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
交
流
を
通
じ
て
進
め
て
き

た
、日
本
の
公
害
経
験
を
記
し
た
資
料
の
翻

訳
は
、中
国
語
・
英
語
・
韓
国
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
と
多
言
語
に
及
び
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
す
る
こ
と
で
世
界
に
発

信
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
公
害
・
環
境
活
動
に
つ
い
て
の

話
を
聞
き
、資
料
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
こ

と
で
、他
国
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多

く
あ
り
、留
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

研
修
受
け
入
れ
で
は
、各
個
人
が

感
じ
て
い
る
、暮
ら
し
の
中
で
の

環
境
問
題
と
日
本
と
の
関
係
性
も

見
え
て
き
ま
す
。

な
ぜ
公
害
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
？
　

公
害
・
環
境
問
題
は
、国
ご
と
の

社
会
制
度
や
風
土
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、

「
自
国
の
環
境
を
良
く
し
た
い
」と
い
う
思
い

は
ど
こ
で
も
同
じ
で
す
。一
方
、各
国
で
経
済

発
展
が
進
む
中
で
様
々
な
公
害
が
今
な
お
進

行
形
で
起
き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。大
気

汚
染
公
害
に
至
っ
て
は
、ど
こ
の
国
で
も
発

生
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、世
界
中
が

協
力
し
な
い
と
解
決
で
き
な
い
地
球
温
暖
化

問
題
は
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、今

に
し
て
も
、公
害
の
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

多
い
と
思
い
ま
す
し
、改
め
て
、国
際
交
流
の

中
で
互
い
に
学
び
あ
い
、持
続
可
能
な
地
球

の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
国
際
交
流

● 

ミ
ャ
ン
マ
ー
、ベ
ト
ナ
ム
と

　
つ
な
が
り
を
継
続

本
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
海
外
と
の
行
き
来
が
で
き
な
い
た

め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
は
現
地
環
境
N
G
O
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
活
動
報
告
を
翻
訳
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
ク
ー
デ
タ
ー
が

発
生（
2
月
1
日
）し
て
し
ま
っ
た
た
め
、研

修
準
備
と
教
材
作
成（
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
）を
行

い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
共
通
の
脅

威
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
状
で
可
能
な
手
法

と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
っ
て
い
こ
う
と
い

う
共
通
認
識
が
あ
る
こ
と
は
利
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
は
当
面
続
く
と

考
え
ら
れ
、こ
れ
ま
で
に
関
係
の
あ
っ
た
環

境
N
G
O
と
の
つ
な
が
り
を
軸
に
、オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
し
た
新
た
な
国
際
交
流
の
あ
り

方
を
模
索
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
日
中
交
流
10
年
を
ふ
り
か
え
る

中
国
と
は
、公
害
・
環
境
問
題
に
関
心
を
持

つ
人
々
と
現
状
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
・

意
見
交
換
し
、日
中
の
相
互
理
解
に
つ
な
が

る
情
報
発
信
・
人
的

交
流
を
続
け
て
10

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
は

そ
の
10
年
を
ふ
り
か

え
る
た
め
に
、過
去
に

あ
お
ぞ
ら
財
団
の
招

聘
で
来
日
し
た
こ
と

の
あ
る
５
つ
の
中
国

ミャンマー弁護士協会訪問（2018.2）

中国環境NGO研修受入in舞洲工場（2019.2）

韓国司法修習生の研修受入（2006.7）

上海万博日本館にて展示（2010）

日中公害被害者活動支援交流会（2008.3）

財団役員からひとこ
と

公害経験を伝えるとともに、各国の

環境NGOと多彩な交流も行ってきた

と思います。そのなかで、若者が中心

となった創意工夫を発揮した環境

NGOの活動にも触れ、羨ましくも思い

ました。こうした市民レベルでの交流

の継続は、環境公害分野だけではな

く、地域内の平和維持にも貢献でき

るのではないかと思います。

村松 昭夫 さん
あおぞら財団理事長、弁護士

藤江 徹

顔の見える
市民ネットワークの中で
学び合う 

研究員

2
0
2
0
年
度
の
取
り
組
み

環
境
N
G
O
か
ら
こ
の
10
年
間
の
環
境
活
動

や
日
中
交
流
の
意
義
に
つ
い
て
、神
戸
市
外

国
語
大
学
の
学
生
に
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、日
本
語
に

翻
訳
し
、レ
ポ
ー
ト
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま

し
た
。

成
果
と
し
て
み
え
て
き
た
こ
と
の
ひ
と
つ

は
、日
本
の
環
境
問
題
に
と
り
く
む
諸
団
体
・

施
設
と
中
国
の
環
境
N
G
O
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ

機
能
を
あ
お
ぞ
ら
財
団
が
果
た
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
日
本

の
ゴ
ミ
処
理
の
現
場
、水
銀
回
収
の
と
り
く

み
な
ど
に
触
発
さ
れ
た
様
々
な
活
動
が
中
国

で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。ふ
た
つ
は
、青
空
を

取
り
戻
し
た
西
淀
川
を
訪
れ
る
こ
と
が
、環

境
汚
染
に
直
面
し
て
い
る
中
国
の
人
び
と
を

鼓
舞
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。湖
南
省

創
意
環
境
科
技
伝
播
セ
ン
タ
ー
の
劉
科
さ
ん

は
、環
境
の
変
化
を
写
真
で
記
録
し
市
民
に

実
態
を
伝
え
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

来
日
の
経
験
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
り
ま

し
た
。「

中
国
の
多
く
の
市
民
は（
環
境
改
善

は
）難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
か
ら
、

実
際
に
大
気
汚
染
公
害
の
被
害
地
域

で
あ
っ
た
西
淀
川
の
変
化
を
伝
え
る

と
と
て
も
驚
き
ま
す
。西
淀
川
を
紹
介

す
る
こ
と
で『
努
力
す
る
と
や
り
遂
げ

ら
れ
る
』と
話
し
て
い
ま
す
」

中
国
に
お
け
る
地
道
な
環
境
活
動
の
拡
が

り
に
つ
い
て
は
、日
本
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。交
流
を
通
じ
て
、両
国

の
互
い
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、国
内
で
の

情
報
発
信
を
改
め
て
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

公害経験を伝える
国際交流

3.
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【お問い合わせ】
ＴＥＬ : 06-6475-0111　ＦＡＸ : 06-6475-0114
ＵＲＬ : http://aozoraen.com/
運　営 : 社会福祉法人 あゆみ福祉会

ディサービスセンター

2006年10月1日にデイサービスセンターあおぞら苑は産声を上げました。
西淀川公害裁判で四半世紀命をかけて闘った患者さんや家族のみなさま
の思いが、ひとつの形になったのがデイサービスセンターあおぞら苑です。
公害患者さんも高齢になり日々の生活を援助するために、また地域のみな
さまが誰でも利用でき、「西淀川に住み続けて良かった。」と思えるように
との思いがたくさん詰まった場所にしたいと思い設立しました。

あおぞら御膳

あおぞらの湯

◆あおぞら苑（事業所番号 2791000090）
　〒555-0032 大阪市西淀川区大和田5丁目7番14号
　開所曜日：月曜日～土曜日（祝日は開所）    利用人数：１日18人

◆あおぞら苑Ⅱ（事業所番号 2771002173）
　〒555-0031 大阪市西淀川区出来島1丁目2番4号
　開所曜日：月曜日～土曜日（祝日は開所）   利用人数：１日25人

広告

広告

〜 「いのちの平等」をめざして 〜

「地域健康増進支援事業所」
認証施設

公益財団法人淀川勤労者厚生協会 TEL 06-6471-0496　URL www.yodokyo.or.jp

・西淀病院
・のざと診療所
・千北診療所

・ファミリークリニックあい
・姫島診療所
・ファミリークリニックなごみ

・介護老人保健施設よどの里
・在宅総合センターらくらく
・社会医学研究所

差額室料をとらず、24時間365日 医療と介護

医療費の支払でお困りの方 相談下さい。 「無料低額診療」 実施中

看護師
募集中！

WHO認証

広告

発行所：公益財団法人公害地域再生センター（あおぞら財団）
編集人：栗本　知子

〒555-0013 大阪市西淀川区千舟1-1-1あおぞらビル4階
TEL 06-6475-8885　FAX 06-6478-5885
http://aozora.or.jp/　webmaster@aozora.or.jp

デザイン：㈱バード・デザインハウス

会員の購読料は会費に含まれています。

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。

No.156　2021年7月号（年3回発行）

公益財団法人 公害地域再生センター

あおぞら財団
Facebookページ
「いいね！」を
押してくださいね。

スタッフツィッター 編集後記
長年、エコミューズ担当として活躍された

林美帆さんが、2021年度よりみずしま財団

に移籍し、資料館の立ち上げに携わられる

ことになりました。今号はあおぞら財団25年の積み上

げに貢献した多くの方々のことを想い編集に取り組み

ました。

財政状況
(2020年4月1日～

 2021年3月31日）

（単位：円）

合　計

収
　
入 合　計

支
　
出

当期収支差額

前期繰越収支差額 

次期繰越収支差額

【 2020年度 あおぞら財団事業一覧 】

1,485,000

3,893,193

11,010,299

664,427

12,509,130

10,300,000

0

40,477,009

31,381,660

9,541,171

22,800

1,150,690

0

42,096,321

-1,619,312

5,471,980

3,852,668

会 　 費

受託金等

寄 付 金

雑 収 入

基本財産取崩収入

積立金取崩収入

614,960貸付金・保証金戻収入

資産運用益 事 業 費

管 理 費

積立金取得支出

固定資産取得支出

貸付金・保証金支出

「環境・福祉・防災・文化・生業」の

視点から、西淀川の地域再生に取り組む

公害の経験から学び、

未来を創る市民を育てる

※実行委員事務局として実施しているものを含む

１ 2

１）西淀川における「人にも環境にもやさしい地域交通まちづ
くり」の推進（助成元：西淀川公害患者と家族の会、（公財）交
通エコロジー・モビリティ財団）

２）自転車を活かしたまちづくりの推進（受託元：（一社）市民自
転車学校プロジェクト（CCSP）、（株）都市空間企画研究所、
助成元：（独行）福祉医療機構）

１）姫里ゲストハウスいこね＆くじらカフェ
２）交流拠点イコバ

１.  地域再生：地域資源の活用によるまちづくり
２.  交通再生：交通マネジメントセンター機能の強化

３． 安全再生：防災まちづくりの推進
　  （助成元：JR西日本あんしん社会財団、自主財源）

４． 健康再生：地域での呼吸ケア・リハビリテーション
　   の普及（助成元：西淀川公害患者と家族の会、自主財源）

５． 交流再生：地域の交流拠点でのソーシャル・ビジネスの
　　立ち上げ（自主財源）

１）講師派遣・研修受入（自主財源）
２）学校教育（自主財源）
３）教材開発および研修メニューの整備（自主財源）
４）公害に係る「オーラル・ヒストリー」作成業務（請
負元：環境省）

１）資料館運営（自主財源）
２）公害資料館連携
３）各地の公害地域の資料整理を支援する（自主財源）
４）公害地域の公害学習を支援して、公害資料館の可能性
を広げる（自主財源）

５）淀川勤労者厚生協会の所蔵資料・図書の整理及び　
活用（請負元：（公財）淀川勤労者厚生協会）

１.  公害教育・研修センター機能の強化

公害経験を伝える

国際交流3

１.   大気汚染経験等情報発信業務（請負元：環境省）

２.  西淀川・公害と環境資料館（エコミューズ）の運営

６．  文化再生：西淀川の資源を活かした環境文化をつくる
        （企業等からの協賛金、自主財源）
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